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「僧侶は、他の人々までも教え導くことができるのに、自分自身を
教え導くことができないでいるのは、情ないことである。」

西念寺（稲田の草庵跡）にて
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親
鸞
聖
人
は
、
承
元
の
法
難
に
よ
り
越
後
の
国

府
に
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
が
て
罪
を
許
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
は
妻
子
と
と

も
に
関
東
を
目
指
し
、
新
し
い
世
界
を
発
見
し
よ

う
と
す
る
旅
に
出
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
建
保

二
年
（
一二
一
四
年
）
常
陸
国
（
茨
城
県
）
に
入
り
、

小
島
や
稲
田
に

住
ま
わ
れ
た
の

で
す
。

　
そ
れ
か
ら

八
〇
〇
年
に
な

り
ま
す
の
で
聖

人
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
小
島
の

斎
藤　

善
治

草
庵
跡
と
稲
田
の
西
念
寺
を
訪
ね
お
参
り
し
ま
し

た
。

　
親
鸞
聖
人
は
、
稲
田
の
西
念
寺
を
中
心
に
し
て

熱
心
に
伝
道
活
動
を
展
開
し
、
瞬
く
間
に
関
東
一

円
か
ら
奥
州
の
南
部
ま
で
念
仏
の
教
え
が
広
が
っ

て
行
き
ま
す
。
各
地
に
門
徒
の
集
団
が
結
集
さ
れ

て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
地
域
に
根
付
い
て
い
た
伝
統

的
仏
教
教
団
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
抵
抗
勢
力

か
ら
命
を
狙
わ
れ
そ
う
に
な
る
事
件
も
起
き
ま
し

た
。

　
有
名
な
「
板
敷
山
の
法
難
」
に
遭
遇
し
ま
し

た
が
難
を
の
が
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
首
謀
者

山
伏
弁
円
は
事
件
後
、
親
鸞
の
弟
子
と
な
っ
て

活
躍
し
た
そ
う
で
す
。
弁
円
さ
ん
ゆ
か
り
の
お

寺
、
上
宮
寺
・
大
覚
寺
に
も
お
参
り
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
本
拠
地
と
な
っ
た
西
念
寺
か
ら
は
、
美
し
い

筑
波
山
が
見
え
ま
す
が
、
京
都
の
比
叡
山
を
連

想
さ
せ
る
よ
う
な
地
形
で
あ
り
、
親
鸞
聖
人
は

此
の
地
で
二
〇
年
の
歳
月
を
過
ご
し
た
そ
う
で

す
。
　

　
こ
の
稲
田
か
ら
今
回
の
旅
の
宿
泊
地
で
あ
る

大
洗
に
行
く
途
中
の
水
戸
に
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
あ
り
、
水
戸
徳
川
家
や
水
戸
藩
の
宝
物
類

長
照
寺
仏
教
壮
年
会
々
長

小島の草庵にて

上官寺本堂にて

平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
～
七
日　

於
・
北
関
東
方
面

親
鸞
聖
人
関
東
伝
道
八
〇
〇
年
記
念

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行（
親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
）に
参
加
し
て
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だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
電
気
の
普
及
と
共
に
電

気
モ
ー
タ
ー
に
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
製
糸
工
場
と
い
う
と
女
工
哀
史
の
歴
史
を
想

い
出
し
ま
す
が
、
こ
の
工
場
で
働
い
て
い
た
女

性
は
士
族
の
娘
さ
ん
た
ち
で
あ
り
、
こ
の
工
場

で
伝
習
を
終
え
た
ひ
と
た
ち
は
、
器
械
製
糸
の

指
導
者
と
し
て
全
国
に
散
り
、
製
糸
産
業
を
広

め
る
役
割
を
果
た
し
た
そ
う
で
す
。

　
技
術
基
盤
が
未
だ
出
来
て
い
な
い
時
代
で
、

外
国
人
技
術
者
に
教
え
を
乞
い
な
が
ら
工
場
を

建
設
し
、
産
業
を
興
し
た
人
た
ち
の
苦
労
と
心

意
気
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
三
日
間
の
研
修
旅
行
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江

戸
時
代
そ
し

て
明
治
時
代

へ
と
続
く
歴

史
上
の
エ

ポ
ッ
ク
を
た

ど
る
旅
で
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
合
掌

た
よ
う
で

す
。

　
工
場
入

口
の
頭
上

に
は
「
明

治
五
年
」

の
プ
レ
ー
ト
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
江
戸
時
代

が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
明
治
の
初
め
に
既
に
こ

の
よ
う
な
レ
ン
ガ
造
り
の
大
き
な
工
場
が
操
業

開
始
し
た
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。
蚕
か
ら
糸
を

取
り
出
す
操
糸
器
に
は
約
三
〇
〇
人
の
工
女
さ

ん
た
ち
が
立
ち
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
。

そ
の
機
械

が
今
も

残
っ
て
い

る
の
で

す
。
機
械

の
動
力
源

は
、
蒸
気

エ
ン
ジ
ン

を
見
学

し
ま
し

た
。
テ

レ
ビ
で

お
馴
染

み
の
水

戸
黄
門

様
の
印

籠
も
見

ま
し
た
。

　
こ
の
旅
行
で
は
、
参
加
者
同
士
が
親
し
く
話

を
し
て
友
達
に
な
る
よ
う
夕
食
時
に
自
己
紹
介

な
ら
ぬ
他
己
紹
介
を
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
お
互
い
が
よ
り
身
近
な
関
係
に
な
っ
て

翌
日
の
旅
が
よ
り
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
群
馬
県
ま
で
足
を
延
ば
し
、
昨

年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
富
岡
は
、
元
々
養
蚕
が
盛
ん
な

土
地
で
、
生
糸
の
原
料
で
あ
る
繭
を
飼
う
農
家

が
多
く
存
在
し
て
お
っ
た
と
の
こ
と
、
ま
た
用

水
や
燃
料
の
確
保
な
ど
立
地
条
件
が
揃
っ
て
い 大覚寺にて

懇親会にて西念寺本堂にて

富岡製糸場にて
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活
動
報
告

平
成
二
十
六
年
度
下
期

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

                             

平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
～
七
日

                                               ･･･

北
関
東
方
面

　
親
鸞
聖
人
が
関
東
の
地
へ
伝
道
を
さ
れ
八
〇
〇
年
を
迎
え
、

　
北
関
東
に
あ
る
聖
人
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
な
が
ら
、
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場

　
の
観
光
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研
修
旅
行
で
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
・
②
・
③
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第
四
十
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　

･･･

三
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

優　

勝　

近
藤　

勝
信
さ
ん

　

準
優
勝　

服
部　

正
司
さ
ん

　

第
３
位　

三
枝　

礼
子
さ
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ご
縁
」　　

  

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　･･･

横
浜
・
新
都
市
ホ
ー
ル

　
新
た
な
ご
縁
づ
く
り
に
向
け
て
を
テ
ー
マ
に
、　
宮
崎
哲
弥
氏
の
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
拝
聴
し
て
き
ま
し
た
。

く
わ
入
れ
式　
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日

藤
江
家

　
仏
教
で
は
起
工
に
感
謝
す
る

   

お
参
り
で
す
。

　
※
一
般
的
に
は
地
鎮
祭
。
で
も

　
地
震
は
起
き
ま
す
よ
ね
…

報　

恩　

講　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

一
五
〇
余
名

ご
講
師
﹁
園
淵　

龍
雨　

師
﹂

　
浄
土
真
宗
の
門
信
徒
と
し
て
最
も

　
大
切
な
ご
法
要
で
す
。
親
鸞
聖
人
の

　
ご
遺
徳
を
偲
び
、
生
き
る
「
力
」
を

　
い
た
だ
き
ま
す
。

境
内
清
掃
作
業　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

長
照
寺
境
内
（
一
〇
〇
余
名
）

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

　
あ
た
り
、　
感
謝
・
感
謝
。
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除　

夜　

会　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　

･･･

長
照
寺
本
堂
・
梵
鐘
（
百
十
余
名
）

　
百
八
ツ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は
な
い

　
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
は
少
し

　
ず
つ
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

修
正
会
・
新
年
会　

                  　
　

平
成
二
十
七
年
一
月
四
日

　
　
　
　
　
　

                　
　

･･･

四
十
名

　
心
新
た
に
出
発
。
今
年
こ
そ
は
と

　
毎
年
思
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

ご
正
忌
報
恩
講　
　

　

平
成
二
十
七
年

     

一
月
十
三
日
～
十
四
日

     

京
都
・
西
本
願
寺（
本
山
）

　
深
々
と
冷
え
る
京
都

   

ご
本
山
（
西
本
願
寺
）

　
参
拝
。身
が
引
き
締
ま

   

り
ま
し
た
。

第
三
十
五
回
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
成
記
念
日
研
修
会

平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
～
十
五
日･･･

群
馬
県
（
磯
部
）

　
先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、
若
い
者
と
も
共
生
き
の
強
化
団
体
で
す
。

※
写
真
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

春
季
彼
岸
会
法
要　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日･

一
五
〇
余
名

ご
講
師

　
﹁
本
持
愚
山
住
職
﹂

つ
き
じ
一
泊（
わ
ん
ぱ
く
）子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　           

（
東
京
教
区
少
年
連
盟
主
催
）　

　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
～
三
十
一
日　

･･･

築
地
本
願
寺

　
仏
様
の
お
は
な
し
・
ゲ
ー
ム
・

　
日
本
科
学
未
来
館
の
見
学
等
、

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
楽

　
し
ん
で
き
ま
し
た
。

※
写
真
は
8
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

飛雲閣にて

平等院（観光）にて



   

6

「第２回浄土真宗クイズ」
正解発表

多数の応募、誠にありがとうございました。
正解は下記のとおりです。
  問１．③ 初参式　　
  問２．② 法名　　
  問３．③ お香をつまみ、そのまま香炉へ入れる
  問４．② 両手にとおし、軽く親指で押さえる
  問５．③ 亡き人を縁に仏さまのみ教えを聞くため
  問６．① ごえいどう 
  問７．① 大谷本廟 
  問８．② 大阪城 
  問９．③ 蓮如上人
 問10．① 専如さま

今　  後　  の　  活　  動　  予　  定
平成２7年

４月    ５日（日） 祝入園・入学慶讃法要
 釈尊降誕・花まつり 本　堂

４月 １０日～１２日 末広和顔会展（門信徒会作品発表会） ＴＭＯホール
  （三島商工会議所内）

４月 ２４日（金） 門信徒会親睦ゴルフコンペ 新沼津
    カントリークラブ

４月 ２６日（日） 門信徒会親睦ボウリング大会 ジョイランドボウル
  みしま

５月    ２日（土） 門信徒会定期総会 本　堂

７月 ２６日（日） 境内清掃作業・親睦懇親会 境　内

７月 ２９日～３１日 お寺の林間学校
 （南ブロック門徒子弟研修会） 

御殿場市

８月 １３日～１５日 合同盆法要（全８回） 本　堂

９月 ２３日（水・祝） 秋季彼岸会法要 本　堂

９月 ２６日（土） 門信徒のつどい（静岡東組） 長照寺

１０月１１日 寺報（第３４号）発行 

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は第 3 土曜日、午後 1 時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

墓苑内乗用カートを
      寄贈いただきました
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第
三
十
五
回
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
記
念
日
研
修
会

世
話
人　

船
坂　

廣
治

平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
～
十
五
日　

於
・
群
馬
県
（
磯
部
）

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
研
修
会

　
平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
日
～
十
五
日
の
二

日
間
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
記
念
公
演
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
「
富
田 
富

士
也 

氏
」
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
る

の
か
と
興
味
を
も
っ
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
今
ま
で
の
研
修
会
で
は
予
め
用
意
し

た
レ
ジ
メ
を
配
布
し
、
順
番
に
話
を
進
め
て
ゆ

く
場
合
が
大
半
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
講

演
は
一
人
ひ
と
り
の
近
く
ま
で
寄
っ
て
き
て
、

そ
の
人
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
話
を
進
め
て

い
き
、
な
お
か
つ
二
日
目
に
は
目
の
前
の
テ
ー

ブ
ル
を
撤
去
し
、
前
日
以
上
に
大
胆
に
皆
の
な

か
に
入
り
込
ん
で
、
い
き
な
り
初
対
面
の
人
と

の
関
わ
り
を
要
求
さ
れ
、（
自
分
が
話
し
過
ぎ
ず
、

相
手
の
話
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に
程
よ
く
会
話
を

続
け
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
）
ま
さ
に
ラ
イ
ブ

的
な
公
演
で
し
た
。

還
る
家

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
言
う
と
人
生
相
談
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
富
田
氏
は
人

生
相
談
と
カ
ウ
ウ
セ
リ
ン
グ
は
違
う
も
の
だ
と

い
う
。

　
今
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
一
人
ひ
と
り
が

孤
立
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
な
い

で
い
る
時
代
背
景
が
あ
る
。
だ
か
ら
人
と
の
か

か
わ
り
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
孤
立
し
な
い

人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
為
の
気
づ
き
の
援

助
活
動
だ
と
い
う
。

　
人
は
、
だ
れ
し
も
自
分
以
外
の
人
と
か
か
わ
っ

て
生
き
て
い
る
。
し
か
し
自
分
の
居
場
所
が
な

い
と
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
、
心
の
声
、

気
持
ち
を
「
聴
く
」
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為
に

は
何
の
条
件
も
つ
け
な
い
で
肯
定
し
合
え
る
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
。
富
田
氏
は
こ
の
人
間
関
係
を
「
還
る
家
」

と
呼
ん
で
い
る
。
人
は
、
人
生
の
つ
ら
さ
に
耐

え
て
生
き
て
い
る
。
こ
の
「
還
る
家
」
が
あ
る

か
ら
落
ち
込
ん
で
も
ま
た
復
活
で
き
る
。
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
人
と「
向
き
合
っ
て
こ
そ
」初
め

て
の
一
歩
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成27年10月11日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斎藤・園田　

築地本願寺にて日本科学未来館 朝のお勤め

紙ひこーき大会ツキジンピック

お寺より「いざという時の心構え」
　「明日は我が身と知るべし」近頃、公共の電
波を使い終活の内容が放映されています。それ
を見た皆様は何を思うか。そうです、やはり最
後に行き着くところは「費用」なのです。とて
も悲しいことです。
　大切なのは、皆様でご往生の意味を知り、ご
自分の命の有り様を感ずることなのです。
　物知りのおじさん・おばさんに聞いても正し
い答えはかえってきません。しきたり・俗習・
風習・に惑わされることなく、なんでもお寺へ
ご相談にください。
「いざという時」がきたならば、葬儀屋さんで
はなく、まずは「お寺へ」ご一報を！！

平成27年3月30日（月）～31日（火）つきじ一泊（わんぱく）子ども会
門信徒　小 3（参加時）　藤 澤 月 樹


